
ニチレイロジ本決算、最高益更新、業界１位堅持
ニチレイロジグループ本社の前３月期連結

決算は売上高3.1％増2010億4900万円、営業利

益1.3％増113億9800万円で、分社以降最高益

を更新した。売上高は低温物流企業ランク１

位に相当する。梅澤一彦

社長は20日会見を開き

「業界トップの座を前期

も堅持した」と語った。

国 内 事 業 は 売 上 高

3.2％増1591億7500万円、

営業利益 0.0％増 103億

1400万円。このうち物流

ネットワーク事業は４％

増収と輸配送収益性向上を果たした。

地域保管事業は３％増収だが、災害対応や

コスト上昇の影響を受け減益となった。「関東

地区では労働力不足によるコストアップ影響

があった。また再保管コストは全国的に上が

っている」（梅澤社長）。

海外事業は売上高8.5％増383億2800万円、

営業利益21.0％増12億2900万円。欧州取り扱

い貨物の多様化と集荷拡大により増収増益と

なった。

「欧州でブラジル産鶏肉の搬入量の減少が

続いた。一方、新規カテゴリーの貨物が拡大

した。凍菜の取り込みが進んだ」（同）。

中国では増収減益。梅澤社長は「大手ＣＶ

Ｓ出店加速への対応、新センターの稼働一時

コストの発生、拠点分割による設備稼働率低

下、保管の新規カテゴリー取扱い好調、配送

の主要顧客の物流増、庸車料上昇によるコス

ト増」等を中国事業のトピックスに挙げた。

ベトナム、フィリピン等進出を検討

梅澤社長はマレーシア事業開始もトピック

スに挙げた。同社はマレーシアで低温物流事

業を手掛けるCold Chain Network社（ＣＣＮ）

に出資。ＣＣＮをＮＬＣＣＮに社名変更し、

昨年６月からニチレイロジグループによるＮ

ＬＣＣＮ運営を開始している。マレーシアは

タイに続くアセアン進出国。

さらに今後、ベトナム、フィリピン、イン

ドネシアへの進出を具体的に検討する。

桒原高明常務は「アセアンの新規進出は

様々な角度から検討する。（ベトナム、フィリ

ピン、インドネシアの）市場調査は終わって

いる」と説明した。

同社は2021年３月期を最終年度とする新中

計の成長戦略として①新たな３ＰＬモデルの

確立②アセアンにおけるソリューションビジ

ネス拡大――を掲げている。（３面に関連）
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